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さくらサービスは⼈材紹介を受けてミャンマー⼈の従業
員を雇⽤した（北九州市）

⻄⽇本FH、地域の⼈材バンクに 連携広げ求⼈ニーズ対応－地域⾦融のいま

 ⻄⽇本フィナンシャルホールディングス（ＦＨ）が、⼈材関連企業との連携を拡⼤して
いる。2019年に九州の地⽅銀⾏グループとして初めて⼈材紹介業に参⼊して以来、グル
ープ会社を通じた連携先を当初の１社から14社に拡⼤し、看護師や兼業・副業のプロ⼈
材の紹介にも対応。地域の⼈材バンクとして、今後３年間に⼈材関連サービスで1000件
の成約を⽬指す。

 さくらサービス（北九州市）が運営する北九州市内のデイサービス施設。かいがいしく
利⽤者の介助をしているのは特定技能の在留資格を持つミャンマー⼈の20代の⼥性従業
員で、同社は今年７⽉に同じ資格を持つもう１⼈の20代のミャンマー⼈の⼥性とともに
雇⽤した。

 社員が８０⼈ほどの同社は、パート職員の⾼齢化が進む⼀⽅で採⽤難にも直⾯してい
る。こうした課題を把握して⼿を差し伸べたのが、⻑年の取引⾏である⻄⽇本シティ銀⾏
北九州総本部の副本部⻑だった。

 副本部⻑はグループ企業のＮＣＢリサーチ＆コンサルティング（Ｒ＆Ｃ、福岡市）を通
じて外国の介護・看護⼈材に強みを持つオノデラユーザーラン（東京・千代⽥）を22年春
に紹介。数年前からの⾼⼭良太社⻑の悩みだった⼈⼿の確保につながった。

 Ｒ＆Ｃは18年の規制緩和で⼈材紹介業が⾦融機関の付随業務として認められたことを受
け、翌年に実動部隊として参⼊。⻄⽇本シティ銀が取引先企業から聞き取った求⼈ニーズ
を、Ｒ＆Ｃが連携先の⼈材関連企業と共有。連携先が取引先に⼈材を紹介し、成約時に取
引先から連携先に⽀払われる⼿数料の⼀部をＲ＆Ｃが受け取ることで収益化する仕組み
だ。

 当初は正社員を紹介するパーソルキャリア（東京・千代⽥）１社だった連携先の⼈材関
連企業は順次拡⼤。８⽉にはthestory（ジストリー、福岡県⽷島市）など３社が加わって
計14社となった。ジストリーは、看護師にこれまでの経歴や今後のキャリア希望をアプリ
に登録してもらい、医療機関が閲覧して直接スカウトできる仕組みを提供している。

 Ｒ＆Ｃの担当者は「連携する⼈材関連企業が増えたことで、それだけ紹介できる⼈材の
業種も幅広くなっている」と話す。実際に近年はさくらサービスのほか、福岡県苅⽥町の
介護業や北九州市の製造業、⼤分県宇佐市の建設業に紹介している。

 昨年からは留学⽣を中⼼とする⼈材紹介で商船三井とも連携。留学⽣らの雇⽤を巡って
は、技能実習⽣制度の廃⽌に向けた議論が進むが、Ｒ＆Ｃによると、連携先は技能実習以
外の在留資格者も紹介できるため影響はないという。

 企業の⼈⼿不⾜感は依然として強い。帝国データバンク福岡⽀店の調査によれば、23年
４⽉時点で正社員が不⾜していると回答した九州・沖縄企業は55.3%で、4⽉としては06
年に調査を始めて以来最⾼となった。

 ⻄⽇本FHは他にも提供している⼈材関連サービスを通じて、こうした求⼈ニーズに対
応していく考え。22年にグループ化したシティアスコム（福岡市）⼦会社のシティキャリ
アサービスは⼈材派遣を⼿掛けており、イジゲングループ（⼤分市）は⼈事コンサルティ
ングを展開している。

 さらに⻄⽇本シティ銀⾏は今年、本部に⽀店からの専⾨的な相談を受ける組織を新設し
た。顧客企業の⼈材に関する悩みをこれまで以上に吸い上げ、Ｒ＆Ｃにつなぐ狙いだ。過
去３年間の⼈材関連の成約は700件に達しており、今後３年間に連携先の拡⼤や、⽀店と
本部との連携強化を通じて新たに1000件の成約を⽬指す。

 （坂部能⽣）
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